
PDF issue: 2025-05-09

<図書紹介>『人間本性論 第2巻(情念につい
て)』デイヴィッド・ヒューム著 石川徹 /
中釜浩一 / 伊勢俊彦訳 法政大学出版局 二
〇一一年

菅沢, 龍文 / SUGASAWA, Tatsubumi

(出版者 / Publisher)
法政哲学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
Bulletin of Hosei Society for Philosophy / 法政哲学

(巻 / Volume)
9

(開始ページ / Start Page)
53

(終了ページ / End Page)
53

(発行年 / Year)
2013-02

(URL)
https://doi.org/10.15002/00008788



53

　

ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
本
性
論
』（『
人
性
論
』）
に
は
す
で
に
大
槻

春
彦
訳
と
い
う
一
九
五
一
年
の
名
訳
が
あ
る
が
、
本
書
は
新
た
に
現

代
人
に
読
み
や
す
い
翻
訳
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
三
部
構
成
で
、

第
一
部
で
は
誇
り
と
卑
下
、
第
二
部
で
は
愛
と
憎
し
み
が
主
題
と
な

り
、
こ
れ
ら
は
誰
も
が
経
験
す
る
情
念
（passion

）
で
あ
る
が
、

本
書
で
は
哲
学
的
に
分
析
さ
れ
る
。
誇
り
や
卑
下
は
、
自
他
の
比
較

に
よ
り
間
接
的
に
、
自
己
に
対
し
て
生
ず
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
愛

と
憎
し
み
は
、
他
人
に
対
し
て
直
接
的
に
生
ず
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
じ

性
質
で
も
、
自
分
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
誇
り
や
卑
下
が
生
じ
、

他
人
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
愛
と
憎
し
み
が
生
ず
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
れ
ら
四
つ
の
情
念
を
正
方
形
の
四
つ
の
角
に
配
置

す
る
。
誇
り
と
卑
下
の
組
と
、
愛
と
憎
し
み
の
組
と
は
、
対
象
の
同

一
性
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
、
そ
の
結
び
つ
き
が
正
方
形
の
二
本
の

対
辺
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
誇
り
と
愛
と
は
快
い
情
念
で
あ
り
、

憎
し
み
と
卑
下
と
は
不
快
な
情
念
で
あ
る
点
で
結
び
つ
い
て
、
同
じ

正
方
形
の
別
の
二
本
の
対
辺
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
四
つ
の
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情
念
は
対
象
に
対
す
る
関
係
と
、
快
不
快
と
い
っ
た
感
じ
へ
の
関
係

と
の
両
者
か
ら
生
ず
る
と
さ
れ
る
。

　

第
三
部
は
意
志
と
直
接
的
情
念
を
扱
い
、
自
由
と
必
然
性
の
吟
味

か
ら
始
ま
る
。「
自
由
す
な
わ
ち
偶
然
の
説
」
を
ヒ
ュ
ー
ム
は
と
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
説
で
は
、
行
為
と
人
格
と
の
必
然
的
な
因
果

結
合
が
な
く
な
り
、
行
為
へ
の
人
格
の
責
任
も
な
く
な
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
自
発
性
の
自
由
」
は
保
持
さ
れ
る
。
行
為

へ
の
意
志
作
用
は
情
念
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
抗
で
き
る
の
も
情
念

で
あ
り
、
真
理
と
虚
偽
を
判
断
す
る
理
性
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
穏

や
か
な
情
念
が
激
し
い
情
念
を
抑
止
す
る
と
き
、
穏
や
か
な
情
念
が

理
性
な
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
情
念
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
情
念
を

引
き
起
こ
す
の
は
、
想
像
力
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

以
上
は
本
書
の
内
容
の
触
り
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
本
書
は

も
っ
と
多
く
の
考
察
に
溢
れ
て
い
る
。
ま
た
、
訳
者
の
百
頁
以
上
に

及
ぶ
「
解
説
」
は
、
本
書
の
思
想
の
か
か
え
る
問
題
や
困
難
も
指
摘

し
て
い
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
う
え
で
、
よ
い
刺

激
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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